
睡眠時無呼吸症候群の取り組み

岡崎市民病院 耳鼻咽喉科 笠井幸夫



睡眠とは

大脳の保守 修復

身体機能の回復

情報処理、記憶の固定など

健康を支えるための重要な役割を担っている





レム睡眠とノンレム睡眠

レム睡眠

REM；Rapiｄ Eye movement
眠っているときに 眼球が速いスピードで動い

ている。体は動かないが脳は盛んに活動してい

る。夢をみていることが多い

ノンレム睡眠

脳の休息状態

の休息









アルコールと睡眠呼吸障害





睡眠障害（睡眠関連の病気 １０７種類あり）

○閉塞性無呼吸症候群ー睡眠時の呼吸努力により
呼吸性覚醒が起こり、睡眠の分断化がおこる（深い睡眠
に入れない）

中枢性無呼吸症候群
ﾁｪｰﾝｽﾄｰｸｽ呼吸（心不全など）

ナルコレプシー
周期性四肢運動障害、むずむず脚症候群
特発性過眠症 不眠症





生活習慣病

睡眠障害睡眠呼吸障害



睡眠時無呼吸症候群

無呼吸⇒心臓、脳、血管の血液のめ
ぐりが悪くなる⇒高血圧、心臓疾患、
脳卒中、糖尿病の発症に関連

熟睡できていないので学習障害、
交通事故などと関連



睡眠時無呼吸症候群の患者数

有病率

Young T et al（1993）

成人男性 ４％ 女性 ２％

岡崎市；１万１千人？





交通事故； 健常人の2～10倍

循環器障害：Wisconsin Cohort study
高血圧 AHI ５～15で オッズ比 2.03倍
AHI １５以上で2.89倍

慢性安定期心不全患者

AHI１０以上 57～76％の睡眠時無呼吸症候群

の合併



睡眠時無呼吸症候群の症状

大きないびきや無呼吸

日中の耐えがたい眠気

夜間2回以上のトイレ

熟睡感の欠如

起床時の疲労 頭痛、口内乾燥

集中力、記憶力の低下



問診



睡眠時無呼吸症候群の検査

鼻咽喉の診察（可能ならファイバー）

頭部レントゲン規格写真

肥満度（BMI body mass index体重/身長２）

鼻腔通気度

睡眠時Dynamic MRI
簡易呼吸モニター

ポリソムノグラフィー（PSG）



肥満

BMI（体重/身長2）
２５ｋｇ/ｍ２であると睡眠時無呼吸症候群が93％
合併してといわれている

しかし本邦ではBMI ２５ｋｇ/ｍ２以下の睡眠時

無呼吸が３０％占めるといわれている

これは顔面の形態的な問題である



体重増加と無呼吸指数



鼻腔通気度



鼻中隔彎曲症



扁桃肥大 軟口蓋低位



簡易検査



酸素飽和度検査



PSG



簡易検査の限界

１）鼻のフローセンサーにて１０秒以上呼吸を

感知できなかった場合無呼吸と数える

２）気管音センターが１０秒以上呼吸を感知できな

かった場合無呼吸と数える

３） １）かつ２）の場合

４） １）または２）の場合

１）から４）選ぶ条件によって、かなり異なる

（１）または（４）が多い （４）の場合PSGより数値が
高めにでる



PSG(ポリソムノグラフィー）



REM期 閉塞性無呼吸



中枢性無呼吸症候群



中枢性無呼吸症候群

代表的なのとして、うっ血性心不全による

チェーンストークス呼吸がある。

うっ血性心不全の29～40％合併するとの報告が

ある



むずむず脚症候群 RLS（restless legs syndrome）

 睡眠障害の原因として１～２％にみられる

 加齢に伴い有病率が増加し、高齢者では１０％に
迫るとの報告もある

 慢性腎不全の１５～４７％に合併するといわれて
いる

 特発性 80％
 続発性 ２０％ 鉄欠乏性貧血 うっ血性心不全

パーキンソン病 慢性関節リウマチなど









視診



頭部セファロメトリー





Dynamic MRI



その他の器質的原因による無呼吸

末端肥大症による舌肥大

甲状腺機能低下症による咽頭
粘膜浮腫

多系統萎縮症による両声帯外
転障害



喉頭ファイバー：多系統萎縮症によるいびき



咽頭ファイバー



睡眠時無呼吸の定義

☆成人ー１時間当たりの１０秒以上の無呼吸、低呼
吸（AHI）が５回以上認められる場合

１５回以上ではなんらかの治療を要する

☆小児ー体内の余剰の酸素が少ないため、２呼吸
分

（約５秒）の呼吸停止で定義する

小児の場合はAHIが１以上あればなんらかの治療

を要する



小児の睡眠時無呼吸

咽頭扁桃（アデノイド） 口蓋扁桃肥
大が主たる原因

鼻アレルギー 副鼻腔炎などによる
鼻閉

肥満 小顎症による舌の後方への突
出

成長の遅れ 夜尿症 夜驚



検査

１） ビデオ検査

２） PSG（ポリソムノグラフィー）

３）簡易検査（パルスオキシメー
ター、携帯用検査装置）

４）咽頭ファイバー

５）アデノイド、副鼻腔Ⅹ線写真





口蓋扁桃 咽頭扁桃（アデノイド）



アデノイド顔貌



漏斗胸



口蓋扁桃摘出術 アデノイド切除術



鼻の手術治療

鼻中隔矯正術

内視鏡下鼻内副鼻腔手術

下鼻甲介切除術



CPAP治療



高周波治療



レーザーによる口蓋垂軟口蓋形成術



ここまでのまとめ

 睡眠時無呼吸症候群は息のとおりみちが閉塞

されることによっておこる閉塞型と息そのものがとま

る中枢型に分類され、睡眠の分断を引き起こし、

睡眠の質を下げ、さらに低酸素になるため循環器系

疾患を起こす危険性を高める。
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